
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
・
渡
清
と
日
本
在
村
文
人

　
　
　
　
　
在
村
文
化
に
み
る
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
1

1
．
市
川
寛
斎
『
全
唐
詩
逸
』
の
渡
清
－
近
世
ア
ジ
ア
の
文
化
事
件
1

　
〈
1
＞
『
全
唐
詩
逸
』
の
渡
清
と
清
国
文
人
界
の
評
価

　
近
世
、
長
崎
か
ら
清
国
へ
わ
た
り
評
判
に
な
っ
た
書
は
十
指
を
こ
え

る
。
と
く
に
、
中
国
で
失
わ
れ
な
が
ら
日
本
だ
け
に
の
こ
る
詩
・
文
を

集
成
し
た
も
の
が
、
貴
重
視
さ
れ
た
。
『
全
唐
詩
逸
』
三
冊
（
文
化
元

年
一
八
〇
四
刊
）
も
、
「
海
商
」
を
通
じ
て
渡
清
す
る
と
、
清
国
文
人

界
で
高
く
評
価
さ
れ
、
筆
写
本
も
つ
く
ら
れ
た
。
『
知
不
足
齋
叢
書
』

（
全
二
四
〇
冊
）
に
お
さ
め
ら
れ
、
復
刻
本
で
さ
ら
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。

　
著
者
は
、
日
本
上
州
南
牧
谷
下
仁
田
出
身
の
市
河
寛
斎
（
河
世
寧
。

寛
延
二
年
一
七
四
九
～
文
政
三
年
一
八
二
〇
）
。
地
元
で
は
、
『
関
東
諸

家
人
名
録
』
が
「
学
者
寛
斎
纏
誌
下
仁
田
後
江
戸
市
河
小
左
衛
門
」
と

記
す
。

　
『
全
唐
詩
逸
』
は
、
日
本
だ
け
に
遺
る
唐
詩
を
探
索
し
「
百
余
篇
」

を
収
め
た
も
の
。
康
煕
帝
の
命
に
よ
る
大
集
成
『
全
唐
詩
』
（
九
百
巻
、

四
万
八
千
九
百
余
首
）
の
欠
を
お
ぎ
な
う
も
の
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

　
そ
の
間
の
事
情
と
評
価
は
、
飽
廷
博
『
知
不
足
齋
叢
書
』
第
二
三
六

冊
『
全
唐
詩
逸
』
復
刻
本
「
翁
廣
平
蹟
」
が
く
わ
し
い
（
原
漢
文
。
道

光
三
年
一
八
二
一
二
文
政
六
年
）
。

杉
　
仁

全
唐
詩
逸
三
冊
、
日
本
國
河
世
寧
の
輯
す
る
と
こ
ろ
、
余
之
を
海
商

舶
中
に
得
て
、
以
て
飽
濠
飲
先
生
に
贈
る
。
…
余
惟
ふ
に
日
本
は
中

華
を
去
る
僅
に
三
十
六
更
な
り
。
そ
の
国
朝
文
命
の
敷
を
被
る
を
得

る
も
の
久
し
。
故
に
そ
の
人
皆
著
述
に
耽
け
る
。
余
の
所
見
に
就
け

ば
、
山
井
神
鼎
の
七
経
孟
子
考
文
。
其
師
物
茂
卿
の
補
遺
の
如
き
。

茂
卿
の
自
署
に
辮
名
二
巻
論
語
徴
十
巻
あ
り
。
林
羅
山
に
補
群
書
治

要
三
巻
あ
り
。
天
爆
山
人
に
校
刊
侠
存
叢
書
五
集
あ
り
て
頗
る
淵
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
へ

に
し
て
考
拠
あ
り
。
其
詩
集
に
は
則
ち
熊
版
邦
と
其
子
熊
版
秀
と
の

南
遊
梱
載
録
戌
亥
遊
嚢
。
西
川
湖
の
蓬
高
詩
集
み
な
斐
然
と
し
て
観

る
べ
き
所
あ
り
。
弦
に
又
此
三
冊
を
得
。
則
ち
日
本
の
文
学
、
固
よ

り
海
外
他
邦
の
並
ぶ
べ
き
所
に
非
る
な
り
。
そ
れ
全
唐
詩
多
き
こ
と

数
萬
篇
に
至
る
。
…
群
書
を
博
観
し
、
方
に
某
人
の
某
篇
某
句
は
捜

羅
未
だ
盤
さ
“
る
も
の
た
る
を
知
り
、
乃
ち
摘
録
し
て
之
を
纂
成
す
。

此
れ
山
豆
易
事
な
ら
ん
や
。
然
る
と
き
は
則
ち
河
世
寧
の
好
学
深
思
從

ひ
て
知
る
べ
し
。
・
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学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
六
号

道
光
三
年
癸
未
立
夏
後
十
日
　
呉
江
翁
廣
平
海
環
氏
蹟

　
翁
廣
平
は
、
寛
斎
が
数
万
篇
に
お
よ
ぶ
『
全
唐
詩
』
と
照
合
し
な
が

ら
日
本
の
「
群
書
を
博
観
」
し
て
「
捜
羅
未
だ
蓋
さ
f
る
」
逸
詩
を
摘

録
し
つ
づ
け
た
営
為
を
、
「
量
易
事
な
ら
ん
や
」
と
し
、
「
河
世
寧
の
好

学
深
思
從
ひ
て
知
る
べ
し
」
と
高
く
評
価
し
た
。
中
国
文
人
界
に
と
っ

て
、
九
百
巻
四
万
八
千
九
百
余
首
に
網
羅
さ
れ
た
は
ず
の
全
唐
詩
に
、

自
分
た
ち
で
は
如
何
様
に
も
知
れ
得
な
い
逸
詩
が
、
百
二
十
五
首
も
東

僻
の
日
本
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
大
文
化
事
件
だ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
注
意
す
べ
き
第
一
は
、
『
全
唐
詩
逸
』
が
「
海
商
舶
中
」
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
世
日
中
の
文
化
交
流
に
、
長
崎
の
「
海
商
」

あ
る
い
は
「
清
客
」
つ
ま
り
清
国
商
家
文
人
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ

と
を
し
め
す
。
第
二
、
『
全
唐
詩
逸
』
を
高
く
評
価
し
た
清
国
文
人
界

が
、
す
で
に
日
本
文
人
界
を
「
そ
の
国
朝
文
命
の
敷
を
被
る
」
が
ゆ
え

に
「
人
皆
著
述
に
耽
け
る
」
と
み
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
、
そ
の

証
と
し
て
、
日
本
文
人
の
著
述
に
つ
い
て
「
山
井
神
鼎
…
茂
卿
…
林
羅

山
…
」
ら
を
挙
げ
な
が
ら
、
天
曝
山
人
（
『
全
唐
詩
逸
』
に
も
か
か
か

わ
る
林
述
斎
。
後
述
）
が
、
中
国
で
散
侠
し
日
本
だ
け
に
存
在
す
る
書

を
集
め
た
「
校
刊
侠
存
叢
書
五
集
」
を
、
同
じ
く
「
頗
る
淵
博
に
し
て

考
拠
あ
り
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
詩
集
で
も
奥
州
高
子
村
の
在
村

学
者
「
熊
坂
邦
と
其
子
熊
坂
秀
」
ら
の
「
南
遊
梱
載
録
、
戌
亥
遊
嚢
」

や
「
西
川
湖
の
蓬
高
詩
集
」
な
ど
を
「
み
な
斐
然
と
し
て
観
る
べ
き
所

あ
り
」
と
高
く
評
価
す
る
。

　
そ
の
う
え
で
第
四
、
寛
斎
『
全
唐
詩
逸
』
全
三
冊
を
入
手
し
て
「
日

本
の
文
学
、
因
よ
り
海
外
他
邦
の
並
ぶ
べ
き
所
に
非
る
な
り
」
と
評
価

し
た
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
『
全
唐
詩
逸
』
の
渡
清
は
、
中
国
に
と
っ
て
高
く
評

価
す
べ
き
文
化
事
件
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
評
価
の
内
容
は
、

の
ち
の
日
本
へ
の
里
帰
り
も
ふ
く
め
、
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
に
普
遍

し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
の
文
化
事
件
と
は
、
「
あ
ら

た
な
文
化
世
界
を
拓
か
せ
る
契
機
と
な
る
よ
う
な
出
会
い
や
文
物
授
受

の
出
来
事
」
を
さ
す
こ
と
と
す
る
。

　
本
稿
は
、
『
全
唐
詩
逸
』
の
刊
行
～
渡
清
ま
で
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
の
な
か
に
、
在
村
文
人
、
在
村
文
化
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
、
在
村
文
化
の
一
展
開
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
文
化
交

流
、
そ
の
実
態
を
一
つ
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
（
奥
州
在
村
学

者
の
熊
坂
父
子
は
別
考
）
。

　
〈
2
＞
『
全
唐
詩
逸
』
の
略
年
表
、
諸
本
一
覧
、
著
者
゜
校
者
一
覧
、

　
　
　
　
お
よ
び
二
人
の
校
者
た
ち

　
は
じ
め
に
、
『
全
唐
詩
逸
』
刊
行
～
渡
清
の
過
程
の
「
略
年
表
」
（
略
）
、

清
国
版
も
ふ
く
め
五
種
の
版
本
の
状
況
、
お
よ
び
各
巻
頭
に
み
え
る
著

者
名
・
校
者
名
の
表
記
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
『
全
唐
詩
逸
』
諸
本
一
覧
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【
、
一
七
八
八
天
明
八
年
　
稿
本
『
全
唐
詩
逸
』
。
版
木
は
京
都
大

　
　
火
で
焼
失
。

　
　
　
序
天
明
八
年
戊
申
十
月
淡
海
竺
常
（
大
典
）
／

　
　
　
所
在
　
未
詳

二
、
一
八
〇
四
文
化
一
兀
年
京
都
版
『
全
唐
詩
逸
』
少
数
試
し
刷
り
。

　
　
一
本
が
長
崎
海
商
か
ら
清
国
へ
。

　
　
　
序
（
前
出
）
天
明
八
年
戊
申
十
月
淡
海
竺
常
（
大
典
）
／

　
　
　
所
在
清
国
。
四
日
市
宿
・
東
海
道
・
箕
輪
な
ど
も
か
。

三
、
一
八
〇
四
文
化
元
年
八
月
江
戸
版
『
全
唐
詩
逸
』
京
都
か
ら

　
　
送
ら
れ
た
版
木
の
江
戸
版
か

　
　
　
序
（
前
出
）
天
明
八
年
戊
申
十
月
淡
海
竺
常
（
大
典
）
／

　
　
　
序
文
化
元
年
八
月
述
齋
林
衡
撰
／
所
在
早
大
図
書
館
。

四
、
｝
八
二
三
道
光
三
年
清
国
復
刻
版
『
全
唐
詩
逸
』
不
知
足
齋

　
　
叢
書
。

　
　
　
序
（
前
出
）
天
明
八
年
戊
申
十
月
淡
海
竺
常
（
大
典
）
／

　
　
　
践
道
光
三
年
癸
未
立
夏
後
十
日
翁
廣
平
海
環
。
清
国
。

五
、
一
八
二
八
文
政
十
一
年
江
戸
再
復
刻
版
（
知
不
足
齋
叢
書

　
　
『
全
唐
詩
逸
』
里
帰
り
に
よ
る
復
刻
）
ω
。

　
　
　
序
（
前
出
）
天
明
八
年
戊
申
十
月
　
淡
海
竺
常
（
大
典
）
／

　
　
　
序
（
前
出
）
文
化
元
年
八
月
述
齋
林
衡
撰

　
　
　
践
（
前
出
）
道
光
三
年
癸
未
翁
廣
平
海
環
／

　
　
　
　
践
文
政
十
一
年
菊
池
五
山
／

　
校
訂
者
の
表
記
を
み
よ
う
（
清
国
復
刻
版
・
江
戸
再
復
刻
版
と
も
お

な
じ
）
。
「
全
唐
詩
逸
　
巻
上
日
本
上
毛
河
世
寧
纂
輯
　
男
三
亥

校
」
・
「
巻
中
日
本
上
毛
河
世
寧
纂
輯
　
池
桐
孫
　
校
」
・
「
巻
下

日
本
上
毛
河
世
寧
纂
輯
下
田
衡
校
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
い

　
「
巻
上
　
男
三
亥
」
は
寛
斎
の
嫡
子
（
名
は
三
亥
、
字
は
孔
陽
、
通

称
は
小
左
衛
門
、
号
は
米
庵
。
ま
も
な
く
書
家
「
米
庵
」
と
し
て
名
を

な
す
。
こ
こ
で
は
「
米
庵
」
三
亥
と
記
す
）
。
「
巻
中
　
池
桐
孫
」
は
高

弟
の
一
人
「
菊
池
五
山
」
。
こ
の
こ
ろ
事
情
あ
っ
て
上
方
～
伊
勢
な
ど

に
流
寓
し
て
い
た
。
「
巻
下
　
下
田
衡
」
は
上
州
箕
輪
村
の
在
村
文
人

で
あ
る
。

　
こ
の
「
下
田
衡
（
号
漆
園
）
」
に
つ
い
て
揖
斐
高
は
、
「
上
州
の
寛
斎

門
下
下
田
漆
園
の
手
で
上
梓
さ
れ
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
も
果
さ
な
か

っ
た
。
刊
行
が
実
現
し
た
の
は
文
化
元
年
の
こ
と
…
」
②
と
す
る
。
お

そ
ら
く
最
初
の
天
明
八
年
序
（
大
典
）
に
よ
る
刊
行
計
画
で
版
費
を
下

田
漆
園
が
負
担
し
た
が
、
京
都
大
火
で
版
木
を
焼
失
し
て
頓
挫
し
、

「
果
た
さ
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
文
化
元
年
刊
行

に
い
た
る
ま
で
の
過
程
は
、
半
世
紀
後
の
江
戸
復
刻
版
『
全
唐
詩
逸
』

菊
池
五
山
「
蹟
」
に
詳
述
さ
れ
る
。
寛
斎
の
子
「
米
庵
」
三
亥
が
出
版

に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
の
経
過
（
そ
の
あ
と
長
崎
か
ら
渡
清
を
実
現
さ
せ

る
ま
で
の
経
過
は
別
稿
）
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
米
庵
」
三
亥
が
京
都
遊
学
の
途
中
に
「
五
瀬
」
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学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
六
号

に
長
逗
留
中
の
菊
池
五
山
を
訪
ね
、
筆
写
本
を
つ
く
っ
て
長
崎
で
清
国

側
に
渡
そ
う
と
い
う
計
画
を
語
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
五
山
は
、
「
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

写
亦
労
あ
り
、
之
を
刊
せ
ん
に
若
か
ず
」
と
提
案
し
、
「
乃
ち
同
社
に

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

謀
り
資
を
醸
し
て
梓
に
入
」
れ
て
「
米
庵
」
三
亥
に
京
で
刊
行
を
実
現

さ
せ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
は
下
田
衡
に
は
ふ
れ
て
い
な

い
が
、
「
巻
中
　
池
桐
孫
　
校
」
・
「
巻
下
　
下
田
衡
　
校
」
と
同
じ

表
記
法
で
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
一
般
に
い
わ
れ
る
さ
き
の

「
下
田
漆
園
の
手
で
上
梓
…
、
…
果
さ
な
か
っ
た
」
に
く
わ
え
て
、
文

化
元
年
の
刊
行
で
も
五
山
と
並
ん
で
「
漆
園
」
下
田
衡
も
「
版
費
を
負

担
し
た
校
者
」
と
し
て
表
記
さ
れ
た
、
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
後
述
）
。

　
「
下
田
衡
」
は
上
州
箕
輪
村
の
在
村
文
人
、
菊
池
五
山
が
版
費
拠
出

を
謀
っ
た
「
同
社
」
は
、
伊
勢
四
日
市
宿
を
中
心
に
し
た
地
域
で
、
五

山
の
指
導
を
う
け
る
漢
詩
在
村
結
社
（
後
述
お
よ
び
別
稿
）
と
思
わ
れ

る
。
と
も
に
、
在
村
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
版
費
負
担
の
校
者
と
な

り
、
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
～
渡
清
に
ふ
か
く
か
か
わ
っ
た
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
こ
で
は
こ
れ
を
「
版
費
校
者
」
と
仮
称
し
、
『
全
唐
詩
逸
』
の

出
版
か
ら
渡
清
に
い
た
る
過
程
を
、
在
村
文
化
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
文

化
交
流
の
一
実
態
と
し
て
提
示
す
る
。

　
し
か
し
「
版
費
校
者
」
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
の
よ
う
な
傍
証
史
料

が
存
在
し
て
は
じ
め
て
わ
か
る
。
さ
き
の
校
者
表
記
法
だ
け
で
は
、
当

然
な
が
ら
「
版
費
校
者
」
か
否
か
は
明
示
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
、
ほ
か

の
諸
本
の
校
者
表
記
法
を
み
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
書
誌
学
的

な
考
察
は
筆
者
は
は
じ
め
て
で
あ
り
、
必
要
な
諸
デ
ー
タ
も
探
索
の
途

中
で
あ
る
。
次
節
は
、
ひ
ろ
く
教
示
を
乞
う
た
め
の
仮
説
提
起
に
と
ど

ま
る
。

〈
2
＞
諸
本
の
校
者
の
表
記
法

　
「
校
」
の
字
は
、
木
材
を
交
差
さ
せ
た
垣
根
、
知
識
の
授
受
の
交
差

す
る
建
物
や
行
為
の
意
で
、
知
識
を
交
差
さ
せ
て
「
く
ら
べ
る
・
考
え

合
わ
せ
る
」
か
ら
校
正
・
校
合
・
校
閲
の
意
と
な
り
、
敬
っ
て
「
高
閲
」

と
も
記
す
（
広
辞
苑
）
。
い
ず
れ
も
編
著
者
と
別
の
校
者
（
と
よ
ぶ
こ

と
に
す
る
）
が
、
原
文
と
版
下
を
比
べ
考
え
合
わ
せ
な
が
ら
文
字
を
正

す
意
と
な
る
。
近
世
の
諸
本
で
は
、
さ
き
の
『
全
唐
詩
逸
』
の
よ
う
に
、

巻
頭
に
編
著
者
名
の
つ
ぎ
の
行
に
並
べ
て
記
さ
れ
る
の
が
一
般
形
式
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
こ
れ
を
「
巻
頭
校
者
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
一

見
し
た
だ
け
で
は
、
真
の
意
味
で
の
校
訂
者
か
、
『
全
唐
詩
逸
』
の
池

桐
孫
・
下
田
衡
の
よ
う
な
版
費
校
者
か
は
、
区
別
で
き
な
い
。

　
は
た
し
て
『
全
唐
詩
逸
』
の
よ
う
な
版
費
校
者
が
一
般
的
に
一
定
度

存
在
し
た
の
か
否
か
、
存
在
す
る
と
す
れ
ば
ど
う
い
う
形
式
で
記
さ
れ

た
の
か
、
か
ら
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
諸
本
の
記
載
形
式
を
さ
ぐ
る
と
、

「
大
窪
至
佛
」
の
詩
集
の
場
合
、
付
表
の
よ
う
な
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
。

　
ま
ず
タ
イ
プ
「
A
」
。
一
般
と
お
な
じ
「
巻
頭
校
者
」
が
、
全
巻
を

通
し
て
同
一
人
名
で
記
さ
れ
る
。
し
か
し
佐
羽
淡
齋
は
、
「
中
央
文
人

の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
」
と
し
て
「
山
本
北
山
・
大
窪
詩
仏
・
菊
池
五
山
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ら
と
交
わ
り
を
持
っ
た
」
③
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
。
『
全
唐
詩
逸
』
の

版
費
校
者
と
お
な
じ
く
一
般
形
式
で
記
さ
れ
る
が
、
実
質
は
「
パ
ト
ロ

ン
的
存
在
」
す
な
わ
ち
「
版
費
校
者
」
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
タ
イ
プ
「
C
」
。
一
般
と
お
な
じ
巻
頭
校
者
一
人
だ
が
、
巻

毎
に
異
な
る
人
名
が
記
さ
れ
る
。
発
行
元
に
ち
か
い
江
戸
人
の
ほ
か
に
、

「
秋
田
・
加
賀
・
秋
田
・
三
河
」
な
ど
遠
隔
地
が
み
え
る
の
が
特
徴
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
「
遠
隔
地
校
者
」
の
存
在
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

そ
の
こ
ろ
の
郵
便
事
情
も
ふ
く
め
、
編
著
者
と
校
者
と
現
実
に
ど
の
よ

う
な
か
か
わ
り
か
た
を
し
た
の
か
。
刊
行
目
的
だ
け
で
い
え
ば
、
編
著

者
の
居
住
地
に
ち
か
い
方
が
便
利
で
あ
ろ
う
と
い
う
今
の
考
え
だ
け
で

は
判
断
で
き
ま
い
。

　
何
か
近
世
文
人
の
暗
黙
当
然
の
了
解
事
項
が
あ
っ
た
の
か
。
た
と
え

ば
、
遠
隔
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
月
日
を
か
け
郵
便
を
介
し
、
し
か
る

べ
き
人
に
実
質
校
訂
を
依
頼
す
る
の
が
常
識
で
あ
っ
た
の
か
。
多
く
は

親
友
か
弟
子
筋
ら
し
い
か
ら
、
遠
隔
地
の
校
者
が
多
い
ほ
ど
権
威
を
し

め
す
と
い
う
よ
う
な
暗
黙
の
了
解
で
も
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
は
遠
隔
地

の
も
の
に
名
目
上
の
「
高
閲
」
い
わ
ば
名
誉
校
者
と
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
、
文
人
交
際
の
儀
礼
上
の
暗
黙
ル
ー
ル
だ
っ
た
の
か
。

　
あ
る
い
は
こ
れ
ら
遠
隔
地
校
者
は
、
後
述
の
市
河
寛
斎
編
『
日
本
詩

記
』
の
よ
う
に
、
版
費
負
担
者
の
募
集
が
お
こ
な
わ
れ
、
こ
れ
に
応
じ

た
地
方
弟
子
筋
の
文
人
が
、
『
全
唐
詩
逸
』
の
「
菊
池
五
山
・
下
田
衡
」

と
同
じ
よ
う
に
実
質
的
な
版
費
校
者
と
な
っ
て
い
た
、
と
も
仮
説
（
第

一）

ﾅ
き
よ
う
。

　
の
こ
る
タ
イ
プ
「
B
」
は
、
他
例
は
少
な
い
が
き
わ
め
て
特
徴
的
で

あ
る
。
ま
ず
巻
頭
に
、
通
常
と
お
な
じ
く
校
者
が
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
巻
末
に
は
、
「
覆
校
」
と
記
さ
れ
た
別
の
校
者
が
あ
ら
わ
れ
る
。
巻

頭
校
者
と
巻
末
校
者
、
二
箇
所
校
者
の
形
式
で
あ
る
。
巻
頭
校
者
は
、

二
人
並
べ
て
下
中
央
に
「
校
」
と
記
す
。
し
か
も
一
人
目
、
巻
頭
第
一

校
者
は
全
巻
同
一
の
「
秋
田
岡
部
英
菊
圧
」
、
二
人
目
の
巻
頭
第
二
校

者
は
、
地
名
を
肩
書
に
し
た
別
人
名
が
つ
づ
く
。
地
名
は
「
加
賀
・
伊

勢
・
甲
斐
・
紀
伊
・
加
賀
・
越
後
・
越
中
・
長
門
」
な
ど
、
第
一
校
者

と
遠
く
離
れ
た
全
国
各
地
に
散
ら
ば
る
。

　
こ
こ
で
の
第
一
校
者
と
第
二
校
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
う
い
う
役
割

を
も
つ
の
か
。
遠
隔
地
の
も
の
同
士
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
方
で
「
校
」

を
し
た
の
か
。
ま
た
巻
末
校
者
（
覆
校
者
と
い
う
べ
き
か
）
と
は
ど
う

か
か
わ
る
の
か
。
巻
末
の
「
覆
校
」
と
巻
頭
の
「
校
」
と
ど
う
区
別
し

て
い
た
の
か
。
巻
末
校
者
は
す
べ
て
編
著
者
身
近
の
「
男
・
姪
・
門
人
」

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
。

　
あ
る
い
は
こ
の
タ
イ
プ
「
B
」
は
、
「
男
・
姪
・
門
人
」
ら
「
覆
校
」

の
巻
末
校
者
が
実
際
の
校
訂
作
業
を
お
こ
な
い
、
巻
頭
第
｝
校
者
は
、

さ
き
の
「
高
閲
」
の
よ
う
な
一
種
「
名
誉
校
者
」
、
巻
頭
第
二
校
者
は

実
質
的
な
「
版
費
校
者
」
で
あ
っ
た
、
と
も
仮
説
（
第
二
）
で
き
る

（
写
本
一
覧
く
ら
い
は
し
て
い
た
か
）
。
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学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
六
号

　
「
B
」
「
C
」
に
つ
い
て
二
つ
の
仮
説
（
第
一
・
第
二
）
が
正
し
い

と
す
れ
ば
、
『
全
唐
詩
逸
』
の
よ
う
に
一
般
表
記
だ
け
で
は
区
別
で
き

な
い
版
費
校
者
が
、
こ
れ
ら
「
A
」
「
B
」
「
C
」
タ
イ
プ
の
表
記
形
式

に
か
く
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
だ
資
料
デ
ー
タ
作
成
途
中
で
は
あ

る
が
、
「
校
」
の
表
記
の
一
般
形
式
の
な
か
に
、
「
版
費
校
者
」
が
一
定

度
存
在
し
て
い
た
と
仮
説
し
、
実
態
に
そ
く
し
た
仮
称
を
整
理
し
て
お

く
。
①
は
も
っ
と
も
一
般
的
な
校
者
、
②
は
別
考
と
し
、
こ
こ
で
は
③

の
み
を
と
り
あ
げ
る
。

　
　
《
「
口
口
校
」
の
意
味
　
1
「
校
者
」
の
類
型
1
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
　
」
内
は
こ
こ
で
の
仮
称
）

　
　
①
文
字
通
り
の
意
味
で
実
際
に
校
訂
を
お
こ
な
う
も
の

　
　
　
　
1
1
「
校
訂
者
」
（
実
質
校
訂
者
）

　
　
②
一
通
り
校
訂
は
す
る
が
、
お
も
に
出
版
事
務
な
ど
協
力
し
た
者

　
　
　
　
“
「
出
版
校
者
」

　
　
③
一
通
り
目
を
通
す
が
、
お
も
に
出
版
費
を
援
助
し
た
者

　
　
　
　
目
「
版
費
校
者
」

　
つ
ぎ
に
「
版
費
校
者
」
と
思
わ
れ
る
も
の
の
実
態
を
、
個
別
に
見
て

い
こ
う
。

皿
．
『
全
唐
詩
逸
』
の
「
校
者
」
と
そ
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
版
費
校
者
を
め
ぐ
っ
て
ー

〈
1
＞
『
全
唐
詩
逸
』
巻
下
の
校
者
「
下
田
衡
」

　
　
「
下
田
衡
」
は
号
「
漆
園
」
。
さ
き
の
よ
う
に
、
淡
海
竺
常
（
大
典
）

天
明
八
年
序
の
『
全
唐
詩
逸
』
で
版
費
を
提
供
し
て
い
た
が
版
木
が
京

都
大
火
で
焼
け
て
頓
挫
し
、
「
下
田
漆
園
の
手
で
上
梓
さ
れ
よ
う
と
し

た
が
、
こ
れ
も
果
さ
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
人
。

　
地
元
で
は
、
た
と
え
ば
篠
木
弘
明
『
上
毛
の
漢
詩
人
』
（
平
成
九
年
）

は
、
在
村
漢
詩
人
の
一
人
に
か
ぞ
え
る
。
「
市
河
寛
齋
が
、
…
『
全
唐

詩
逸
』
を
編
さ
ん
…
、
こ
の
刊
行
入
用
に
苦
し
ん
だ
と
き
、
漆
園
が
そ

れ
を
負
担
し
て
出
版
さ
せ
た
」
と
す
る
。
「
醸
造
を
業
と
し
、
名
は
衡
、

知
広
、
字
は
公
権
、
通
称
連
蔵
、
欽
亭
の
ち
小
波
、
漆
園
…
。
青
翠
園

は
別
号
…
」
と
も
記
す
。

　
在
村
文
人
と
し
て
の
実
態
を
み
よ
う
。
ま
ず
戦
国
期
、
箕
輪
下
田
氏

は
上
杉
方
の
箕
輪
衆
の
一
員
で
あ
っ
た
（
『
関
東
幕
注
文
』
ω
）
。
武
田

氏
の
上
州
進
出
に
対
抗
し
、
長
野
氏
と
と
も
に
箕
輪
城
に
こ
も
っ
て
落

城
で
最
期
を
と
げ
た
（
『
箕
輪
軍
記
』
㈲
）
。
そ
の
子
が
土
着
し
て
近
世
、

徳
川
大
名
の
入
部
で
名
主
・
地
代
官
に
任
命
さ
れ
、
開
発
や
地
域
支
配

に
あ
た
り
つ
つ
大
地
主
に
も
な
っ
た
（
『
群
馬
県
史
』
）
。

　
近
世
初
期
か
ら
在
村
文
人
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
高

崎
と
そ
の
近
在
の
在
村
文
人
録
と
も
い
う
べ
き
鈴
木
恭
齋
『
藤
蔭
叢
話
』

（
文
政
八
年
序
）
に
は
、
「
漆
園
、
姓
は
下
田
、
名
は
衡
、
字
は
公
権
、

群
馬
箕
輪
の
人
、
酒
井
侯
に
仕
え
進
み
て
白
川
邑
宰
と
為
る
、
博
聞
宏

識
家
に
書
万
巻
を
蔵
す
、
公
事
に
暇
無
き
に
猶
且
つ
詩
・
書
を
以
っ
て

自
ら
娯
む
、
数
年
の
諸
作
筐
に
満
つ
」
（
原
漢
文
）
と
さ
れ
る
。

　
関
東
在
村
文
人
の
人
名
録
『
関
東
諸
家
人
名
録
　
初
編
』
（
年
不
詳
。
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加
賀
文
庫
）
で
は
、
「
聞
人
詩
漆
園
名
衡
字
公
権
箕
輪
下
田
漆
園

連
蔵
」
、
子
の
下
田
米
二
も
「
詩
青
齋
名
字
萬
年
全
所
」
と
記
さ
れ

る
。
「
詩
（
漢
詩
）
」
の
表
記
は
人
名
録
で
も
希
少
で
、
漢
詩
文
層
と
も

い
う
べ
き
地
域
の
文
化
最
上
層
を
な
す
。
父
子
と
も
に
地
域
頂
点
的
な

在
村
文
人
と
し
て
活
動
す
る
家
で
あ
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
『
全
唐
詩
逸
』
巻
下
「
下
田
衡
校
」
の
下
田
氏
は
、

旧
地
侍
系
の
地
代
官
と
し
て
地
域
支
配
の
頂
点
に
あ
り
、
醸
造
業
な
ど

も
あ
わ
せ
箕
輪
郷
き
っ
て
の
富
財
を
た
く
わ
え
る
地
主
豪
農
商
で
あ
っ

た
。
文
化
面
で
は
、
「
聞
人
詩
」
⑥
の
頂
点
的
な
在
村
文
人
で
あ
り
、

「
博
聞
宏
識
」
で
「
家
に
書
万
巻
を
蔵
す
」
蔵
書
家
、
漢
詩
に
傾
倒
し

て
「
数
年
の
諸
作
筐
に
満
つ
」
よ
う
な
漢
詩
人
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
下
田
衡
が
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
文
人
交
流
を
し
て
い
た
か
、

上
州
渋
川
の
在
村
漢
学
者
「
吉
田
芝
渓
」
の
「
与
下
田
公
権
書
」
（
書

簡
。
年
未
詳
、
「
芝
渓
…
五
十
有
二
」
享
和
三
年
ヵ
。
原
漢
文
。
『
芝
渓

文
集
』
渋
川
市
立
図
書
館
）
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る

　
芝
渓
の
書
簡
は
、
ま
ず
儒
学
の
研
究
経
過
を
述
べ
る
。
「
論
語
」
「
孟

子
」
の
「
徳
」
の
意
味
に
つ
い
て
「
諸
家
未
だ
解
せ
ず
、
解
の
有
る
は

亦
ま
さ
に
未
だ
し
…
、
…
そ
の
余
の
諸
註
、
す
こ
ぶ
る
牽
強
す
る
庭
あ

る
を
覚
ゆ
」
と
、
一
般
の
儒
者
を
批
判
す
る
。
自
分
が
研
究
中
の
「
大

学
」
に
つ
い
て
「
致
知
は
格
物
に
在
り
、
信
然
哉
、
信
然
哉
」
と
、
高

く
評
価
す
る
。
「
孔
子
家
語
」
に
つ
い
て
、
「
最
上
至
極
の
書
、
未
だ
詳

解
あ
ら
ず
、
…
よ
う
や
く
得
る
所
の
有
る
を
覚
ゆ
」
⑦
と
も
記
す
。
漆

園
は
、
芝
渓
と
こ
れ
ら
儒
学
研
究
を
論
じ
あ
え
る
文
人
で
あ
っ
た
。

　
芝
渓
は
「
衣
食
に
奔
走
し
、
書
を
資
す
る
に
皆
乏
」
し
い
独
学
（
独

塾
。
「
独
塾
記
」
）
の
者
と
自
称
し
、
そ
し
て
い
う
。
独
学
と
い
う
点
で

は
二
人
と
も
同
じ
だ
が
、
「
衣
食
に
奔
走
…
、
書
…
皆
乏
」
し
い
自
分

と
は
違
い
、
あ
な
た
下
田
衡
は
「
多
財
に
し
て
多
書
、
春
秋
の
暇
日
も

み
な
富
む
、
独
塾
（
独
学
）
は
日
に
わ
た
り
代
を
へ
て
、
そ
の
得
る
所

は
必
ず
多
し
」
、
独
学
の
成
果
は
大
き
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
。

　
そ
し
て
自
分
は
、
頭
白
と
な
っ
た
今
は
、
儒
学
研
究
の
成
果
を
「
ロ
バ

…
子
弟
に
示
さ
ん
と
欲
す
る
の
み
」
を
内
心
に
期
し
て
い
る
が
、
そ
の

こ
と
を
、
「
素
よ
り
僕
を
知
る
」
あ
な
た
漆
園
だ
け
に
は
包
み
隠
さ
ず

に
伝
え
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
芝
渓
は
渋
川
芝
中
に
小
さ
な
私
塾

（
芝
渓
塾
。
門
人
帳
な
ど
は
未
詳
）
を
も
ち
少
数
の
門
弟
名
も
伝
わ
る

が
、
漆
園
と
は
儒
学
を
論
じ
、
生
き
方
を
語
り
あ
え
る
よ
う
な
、
師
弟

関
係
に
ち
か
い
知
己
の
間
柄
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
地
域
き
っ
て
の
文
人
ぶ
り
は
、
元
禄
期
に
つ
く
ら
れ
た
と

い
う
数
寄
屋
造
の
書
院
と
庭
園
「
青
翠
園
」
が
県
重
要
文
化
財
と
し
て

保
存
さ
れ
、
今
に
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
『
全
唐
詩
逸
』
の
版
費
校
者

と
な
る
だ
け
の
経
済
的
力
量
と
文
化
的
力
量
を
十
分
も
っ
て
い
た
、
と

い
え
よ
う
。

　
こ
の
「
漆
園
」
下
田
衡
が
、
一
八
〇
〇
寛
政
十
二
年
夏
か
ら
秋
に
か
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学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
六
号

け
て
、
「
米
庵
」
三
亥
（
二
一
才
）
と
会
っ
て
い
る
。
市
河
三
陽
『
市

河
米
庵
伝
』
⑧
が
引
用
す
る
寛
斎
の
弟
子
宛
書
簡
（
お
な
じ
く
関
東
大
震

災
で
焼
失
か
）
に
「
児
三
亥
臨
池
ノ
伎
日
二
益
上
進
シ
テ
殆
ド
昔
日
ノ

阿
蒙
ニ
ア
ラ
ズ
。
抄
夏
暑
ヲ
伊
香
保
山
中
二
避
ケ
今
二
至
リ
テ
猶
箕
輪

高
崎
ノ
間
ニ
ア
リ
。
此
僕
ノ
一
樂
ナ
リ
」
と
み
え
る
。
子
煩
悩
の
寛
斎

が
嫡
子
「
三
亥
」
の
書
道
の
向
上
を
手
ぱ
な
し
で
自
慢
し
つ
つ
、
上
州

伊
香
保
の
避
暑
地
か
ら
箕
輪
・
高
崎
な
ど
の
門
人
宅
を
め
ぐ
っ
て
い
る

こ
と
を
報
じ
た
も
の
。
箕
輪
は
下
田
衡
の
居
村
。
書
家
と
し
て
独
立
修

行
中
、
『
全
唐
詩
逸
』
の
出
版
渡
清
を
ひ
そ
か
に
意
に
決
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
「
米
庵
」
三
亥
は
、
さ
き
の
五
瀬
の
五
山
に
た
い
す
る
と
同
じ

よ
う
に
、
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
・
渡
清
に
つ
い
て
相
談
し
た
は
ず
で
あ

る
。
下
田
衡
も
、
よ
ろ
こ
ん
で
協
力
を
約
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
四
年
後
に
「
巻
下
　
下
田
衡
校
」
と
し
て
巻
頭
に
刻
さ

れ
、
そ
の
名
も
清
国
へ
渡
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

〈
2
＞
『
全
唐
詩
逸
』
巻
中
の
校
者
「
池
桐
孫
」
と
「
五
瀬
…
同
社
」

　
つ
い
で
「
巻
中
　
池
桐
孫
校
」
。
「
池
桐
孫
」
は
菊
池
五
山
の
こ
と
。

寛
斎
の
高
弟
の
一
人
で
、
名
は
桐
孫
、
字
は
無
弦
、
通
称
は
左
太
夫
、

号
は
五
山
。
讃
岐
高
松
藩
の
藩
儒
菊
池
室
山
の
子
だ
と
い
う
。
は
じ
め

柴
野
栗
山
に
師
事
し
、
江
戸
で
は
市
河
寛
斎
ら
の
江
湖
詩
社
に
参
加
し

て
活
動
し
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
数
年
間
江
戸
を
は
な
れ
上
方
か
ら

伊
勢
辺
に
流
寓
し
た
。
さ
き
の
よ
う
に
そ
の
伊
勢
で
、
『
全
唐
詩
逸
』

の
出
版
と
版
費
に
ふ
か
く
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
経
過
を
、
の

ち
『
全
唐
詩
逸
』
再
復
刻
版
（
一
八
二
八
文
政
十
一
年
）
の
「
菊
池
五

山
践
」
に
詳
述
す
る
。
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
通
り
。

　
寛
斎
没
後
の
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
正
月
の
こ
と
、
天
爆
林
公

（
述
斎
）
が
寛
斎
の
子
「
市
河
米
庵
」
を
呼
ん
で
い
わ
く
、
「
此
れ
知
不

足
齋
叢
書
第
三
十
套
に
て
去
秋
舶
來
せ
る
も
の
な
る
が
内
に
、
吾
子

（
米
庵
）
先
人
（
寛
斎
）
輯
す
る
所
の
全
唐
詩
逸
を
収
め
た
り
。
末
に

翁
廣
平
の
蹟
あ
り
て
　
頗
る
推
重
の
意
を
寓
せ
り
」
と
。
二
〇
数
年
前

に
若
き
「
三
亥
」
米
庵
が
長
崎
海
商
に
手
渡
し
た
『
全
唐
詩
逸
』
が
、

中
国
で
復
刻
さ
れ
て
里
帰
り
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
文
人
界
に
と
っ
て

も
、
こ
れ
は
一
大
文
化
事
件
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
下
賜
さ
れ
た
知
不
足
齋
叢
書
版
『
全
唐
詩
逸
』
を
も
っ
て
米
庵
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

す
ぐ
五
山
を
訪
ね
て
報
告
し
た
。
「
此
書
さ
き
に
吾
兄
の
校
讐
を
経
て
、

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

そ
の
顛
末
を
蜴
せ
る
も
の
吾
兄
に
如
く
も
の
な
け
れ
ば
…
」
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
つ
づ
け
て
い
う
「
先
人
（
寛
斎
）
こ
れ
を
輯
し
て
以
て
彼

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（
清
国
）
の
亡
を
補
ふ
。
今
彼
に
刻
せ
ら
る
・
を
得
て
、
實
に
素
望
に

副
へ
り
…
」
、
中
国
の
逸
詩
を
補
う
と
い
う
父
寛
斎
の
望
み
が
叶
え
ら

れ
た
、
あ
と
は
「
吾
将
に
家
に
帰
り
て
香
を
焚
き
以
て
先
人
の
霊
に
告

げ
ん
…
」
と
。
市
河
寛
斎
は
、
『
全
唐
詩
逸
』
渡
清
後
の
清
国
で
の
反

響
の
大
き
さ
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
す
で
に
没
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ふ
か
い
感
慨
を
も
っ
た
「
米
庵
」
三
亥
が
、
ま
っ
さ
き
に
五
山
に
報

告
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
五
山
は
二
十
数
年
前
の
五
瀬
逗
留
中
の

こ
と
、
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
の
顛
末
を
思
い
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
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五
山
は
い
う
。
「
今
を
距
る
二
十
有
六
年
享
和
癸
亥
（
一
八
〇
三
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
せ

和
三
）
の
冬
…
、
余
（
五
山
）
五
瀬
に
客
た
り
し
と
き
、
米
庵
課
然
と

し
て
至
り
、
自
ら
西
征
（
長
崎
行
）
の
意
」
を
し
め
し
た
。
す
で
に
以

前
か
ら
米
庵
は
父
寛
斎
に
、
「
身
竣
浦
（
長
崎
）
に
遊
び
、
清
客
に
責

縁
し
て
速
に
彼
方
に
傳
へ
ん
」
と
い
っ
て
、
『
全
唐
詩
逸
』
を
中
国
へ

伝
え
る
た
め
の
長
崎
行
を
訴
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
当
の
寛
斎
は
「
項

浦
は
遠
く
鯨
波
を
渉
る
、
単
身
千
里
能
く
虞
な
き
を
保
ん
や
、
…
詩
逸

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
伝
は
る
は
只
雁
に
時
を
待
つ
べ
し
」
と
い
う
だ
け
で
、
長
崎
行
を
二

度
と
考
え
る
こ
と
を
禁
じ
た
、
と
い
う
（
子
煩
悩
の
寛
斎
が
体
の
弱
い

こ
と
を
案
じ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
の
ち
長
崎
へ
着
い
て
す
ぐ
寝

込
ん
で
い
る
。
別
稿
）
。

　
「
米
庵
」
三
亥
は
一
七
七
九
安
永
八
年
生
ま
れ
。
二
十
歳
も
す
ぎ
、

書
家
と
し
て
独
立
し
つ
つ
あ
っ
た
若
い
米
庵
は
、
逆
に
「
父
母
の
子
を

憂
ふ
る
も
と
よ
り
至
ら
ざ
る
な
し
。
子
の
父
の
志
を
成
す
も
豊
に
勉
め

ざ
る
べ
け
ん
や
」
と
ひ
そ
か
に
意
を
決
し
、
父
寛
斎
の
戒
め
に
そ
む
く

形
で
夜
か
く
れ
て
筆
写
し
つ
つ
、
つ
い
に
写
本
を
つ
く
り
お
え
た
。

　
そ
の
こ
ろ
よ
う
や
く
父
寛
斎
は
、
三
亥
の
遊
学
を
許
す
よ
う
に
な
っ

た
。
弟
子
宛
書
簡
追
伸
に
「
多
年
心
願
に
て
上
京
仕
、
夫
よ
り
大
阪
播

州
備
前
等
へ
も
罷
越
度
旨
に
て
相
願
、
去
る
十
九
日
当
地
発
足
仕
り
、

來
春
迄
も
罷
在
修
行
等
仕
度
由
」
と
記
す
。
そ
れ
で
も
ま
だ
「
病
身
者

故
案
思
も
仕
候
得
共
…
」
⑨
な
ど
と
心
配
し
て
い
る
。
西
は
播
州
備
前

ま
で
で
、
長
崎
行
な
ど
願
え
ば
即
座
に
厳
禁
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

当
の
「
米
庵
」
三
亥
は
、
こ
れ
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
ひ
そ
か
に

『
全
唐
詩
逸
』
筆
写
本
を
嚢
中
に
、
東
海
道
を
の
ぼ
る
途
中
、
さ
き
の

よ
う
に
四
日
市
宿
に
菊
池
五
山
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

　
五
山
蹟
は
つ
づ
け
て
い
う
、
「
米
庵
」
三
亥
が
「
遂
に
潜
に
一
本
を

謄
写
し
て
今
実
に
帯
來
れ
り
。
願
は
く
は
子
（
菊
池
五
山
）
の
館
を
假

り
て
更
に
一
副
本
を
写
さ
ん
」
と
申
し
出
た
…
、
五
山
は
（
先
述
の
よ

う
に
）
さ
ら
に
一
歩
ふ
み
こ
ん
だ
提
案
を
し
た
、
…
「
余
（
五
山
）
曰

く
、
謄
写
亦
労
あ
り
、
之
を
刊
せ
ん
に
若
か
ず
と
。
乃
ち
同
社
に
謀
り

ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

資
を
醸
し
て
梓
に
入
」
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
五
瀬
に
客

た
り
し
」
五
山
が
出
版
費
を
謀
っ
て
拠
出
さ
せ
る
だ
け
の
「
同
社
」
が

存
在
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
ひ
と
ま
ず
四
日
市
を
中
心
に

し
た
「
在
村
詩
社
」
と
し
て
お
こ
う
。

　
そ
の
こ
ろ
の
五
山
は
、
流
落
」
し
て
い
た
。
師
の
市
川
寛
斎
も
「
既

に
自
造
之
罪
を
以
て
京
摂
之
間
に
流
落
す
」
（
「
自
造
之
罪
」
は
不
明
と

さ
れ
る
）
と
記
す
。
五
瀬
は
「
イ
セ
」
つ
ま
り
「
伊
勢
国
」
、
逗
留
先

は
東
海
道
の
四
日
市
宿
。
『
東
海
道
人
物
志
』
が
あ
げ
る
文
人
数
で
は

「
掛
川
6
3
・
吉
田
3
5
・
見
附
3
1
・
三
島
3
1
・
四
日
市
3
0
・
嶋
田
3
0
」
で
、

四
日
市
は
上
位
に
入
る
。
活
動
は
コ
扇
面
・
雅
人
・
漢
学
・
詩
・
書
・

和
寄
・
画
・
茶
道
・
狂
寄
・
医
学
・
俳
譜
・
碁
・
謡
・
将
棊
・
大
鼓
・

笛
・
乱
舞
・
狂
言
・
佛
学
・
印
章
・
易
学
…
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

逗
留
中
の
五
山
と
そ
の
門
人
も
み
え
る
。

　
の
ち
『
五
山
堂
詩
話
』
（
巻
四
二
十
一
）
で
も
「
北
勢
最
も
著
る
し
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学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
六
号

き
者
、
蔵
書
は
則
ち
高
果
亭
吉
、
好
事
は
則
ち
伊
建
亭
…
」
と
記
す
。

「
高
果
亭
」
は
高
尾
氏
、
「
伊
建
亭
」
は
伊
達
氏
。
と
も
に
四
日
市
宿
の

頂
点
的
な
文
人
で
、
そ
の
も
と
に
さ
き
の
三
十
人
程
が
中
心
に
な
り
、

周
辺
地
域
も
ひ
ろ
く
ふ
く
め
て
五
瀬
文
人
が
活
動
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
『
東
海
道
人
物
志
』
の
記
述
を
抜
粋
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
コ
扇
面
　
雅
人
　
名
氏
伴
　
字
子
奥
　
号
建
亭
　
伊
達
太
右
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

門
」
・
「
茶
道
　
名
吉
　
字
士
常
　
号
果
亭
　
高
尾
九
兵
衛
」
・
「
漢

学
　
詩
　
書
　
名
桐
孫
　
字
無
弦
　
号
五
山
　
池
五
山
」
…
…
。

　
ま
た
四
日
市
の
文
人
録
と
も
い
う
べ
き
「
改
正
洒
水
郷
友
録
」
（
以

下
『
洒
水
録
』
）
に
は
、
冒
頭
「
詩
文
」
の
項
に
「
五
山
門
人
」
と
し

て
、
「
永
田
謙
藏
・
鈴
木
要
藏
・
中
川
磯
右
工
門
・
堰
儀
市
・
身
延
新

四
郎
」
五
名
が
み
え
る
。
伊
達
氏
は
「
皆
川
門
人
伊
達
太
左
工
門
」

と
記
さ
れ
る
。
㎝

　
ま
た
伊
達
氏
は
、
南
宋
の
地
方
官
田
園
詩
人
「
萢
石
湖
」
（
萢
成
大

＝
二
六
～
九
三
）
の
詩
集
『
田
園
雑
興
』
を
、
自
家
の
「
成
趣
園
蔵

板
」
（
癸
亥
。
一
八
〇
三
享
和
三
ヵ
）
で
出
版
し
て
い
る
。
末
尾
の

「
建
亭
伊
達
伴
識
」
に
は
、
「
家
刻
し
以
っ
て
自
翫
す
」
と
記
す
。
伊
達

氏
は
『
人
物
志
』
で
コ
扇
面
雅
人
」
と
の
み
記
さ
れ
が
、
漢
詩
文
に

も
っ
と
も
つ
よ
く
傾
倒
し
、
富
も
多
く
注
い
で
い
た
ら
し
い
。

　
か
れ
ら
は
そ
の
後
も
、
寛
斎
門
下
で
五
山
と
入
れ
替
わ
り
の
よ
う
に

や
っ
て
く
る
柏
木
如
亭
を
長
逗
留
さ
せ
、
『
洒
水
録
』
に
「
吉
田
太
多

市
・
森
寺
源
之
助
・
宇
佐
美
修
吉
・
篠
原
十
藏
」
ら
が
「
如
亭
門
人
」

と
記
載
さ
れ
る
。
お
な
じ
く
寛
斎
門
下
の
大
窪
至
佛
の
詩
集
『
西
遊
詩

草
』
（
文
化
六
年
）
の
刊
行
に
は
、
「
四
日
市
　
村
田
月
渚
」
（
未
詳
）

が
「
上
州
桐
生
　
佐
羽
淡
斎
」
と
と
も
に
校
者
に
名
を
つ
ら
ね
る
。
と

も
に
近
世
地
方
小
都
市
の
経
済
的
文
化
的
力
量
の
高
さ
を
し
め
す
。

　
逗
留
す
る
「
五
瀬
…
客
」
五
山
が
、
画
期
的
な
『
全
唐
詩
逸
』
を
み

て
す
ぐ
「
同
社
に
謀
り
資
を
醸
し
て
梓
に
入
」
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て

実
現
さ
せ
た
の
も
、
の
ち
米
庵
が
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
～
渡
清
の
「
顛

末
を
蜴
せ
る
も
の
吾
兄
に
如
く
も
の
」
な
し
と
い
っ
た
の
も
、
こ
う
し

た
四
日
市
宿
の
経
済
的
文
化
的
力
量
の
高
さ
が
基
盤
（
経
済
基
盤
は
略
）

に
な
っ
て
い
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
『
全
唐
詩
逸
』
の
出
版
と
渡
清
に
は
、
上
州
箕
輪
村

の
在
村
文
人
「
下
田
漆
園
」
お
よ
び
四
日
市
宿
の
菊
池
五
山
と
そ
の

「
同
社
」
が
、
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
『
全
唐
詩
逸
』
の
「
巻
中
池
桐
孫
校
」
・
「
巻
下
下
田
衡

校
」
の
意
味
と
そ
の
背
景
を
み
て
き
た
。
こ
こ
で
の
校
者
は
、
文
字
通

り
の
校
訂
者
と
い
う
よ
り
も
、
出
版
資
金
を
提
供
し
て
「
校
」
と
記
さ

れ
た
一
種
名
誉
校
者
、
さ
き
の
「
③
版
費
校
者
」
に
な
る
。
出
版
費

が
不
足
が
ち
の
画
期
的
あ
る
い
は
網
羅
的
な
大
著
が
出
版
さ
れ
る
陰
に

は
、
こ
れ
ら
多
く
の
版
費
校
者
が
い
た
、
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
寛
斎
が
実
際
に
「
版
費
校
者
」
を
つ
の
り
、
そ
の
「
名
簿

控
」
を
の
こ
し
て
い
た
と
い
う
『
日
本
詩
紀
』
を
み
よ
う
。
そ
こ
に
も

多
く
の
在
村
文
人
が
み
え
る
。
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皿
．
市
河
寛
斎
『
日
本
詩
紀
』
の
校
者

　
　
　
　
－
版
費
校
者
に
お
け
る
在
村
文
人
1

〈
1
＞
『
日
本
詩
紀
』
十
二
巻
本
の
校
者

　
．
市
河
寛
斎
の
大
編
著
に
、
古
代
以
来
の
日
本
漢
詩
を
集
成
し
た
『
日

本
詩
紀
』
が
あ
る
。
は
じ
め
全
十
二
巻
六
冊
で
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

に
刊
行
し
た
が
、
の
ち
増
訂
で
全
五
十
二
巻
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
佐

野
正
巳
『
詞
華
集
　
日
本
漢
詩
　
3
』
解
題
は
、
「
木
活
字
版
が
誤
謬

多
き
を
も
っ
て
改
訂
に
努
め
、
本
書
底
本
に
採
用
し
た
浄
書
本
を
完
成

…
、
一
部
を
板
に
し
た
の
み
で
終
っ
た
」
と
す
る
。
寛
斎
の
著
作
・
原

稿
類
は
死
後
、
火
災
に
よ
る
焼
失
を
恐
れ
た
子
の
米
庵
の
手
で
、
昌
平

盤
に
寄
託
さ
れ
た
。
『
日
本
詩
紀
』
も
、
版
本
十
二
巻
六
冊
お
よ
び
増

訂
稿
本
五
十
二
巻
が
、
内
閣
文
庫
に
保
存
さ
れ
る
。

　
ま
ず
『
日
本
詩
紀
』
十
二
巻
六
冊
本
（
内
閣
文
庫
［
b
。
O
鼻
－
ω
隠
］
）
を

み
よ
う
。
表
紙
右
上
に
「
番
外
書
冊
」
の
小
貼
札
と
「
浅
草
文
庫
」
の

印
が
み
え
る
。
「
詩
文
」
な
ど
分
類
ラ
ベ
ル
に
か
く
さ
れ
た
書
き
込
み

も
あ
る
ら
し
い
。
各
巻
頭
に
は
「
彙
編
」
と
「
同
校
」
が
な
ら
ん
で
刻

さ
れ
る
。
以
下
の
と
お
り
。

　
「
日
本
詩
紀
巻
之
一
上
毛
河
世
寧
子
静
彙
編
（
以
下
同
じ
。
略
）

武
蔵
山
昌
永
子
明
同
校
／
日
本
詩
紀
巻
之
二
伊
勢
巌
城
換
章
蔵
同

校
／
日
本
詩
紀
巻
之
三
浪
華
新
山
質
休
文
同
校
／
日
本
詩
紀
巻
之

四
五
瀬
平
井
敬
君
敬
同
校
／
日
本
詩
紀
巻
之
五
武
蔵
夏
包
嘉
成
美

同
校
／
日
本
詩
紀
巻
之
六
武
蔵
島
範
洪
卿
同
校
／
日
本
詩
紀
巻
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

七
仙
台
源
知
周
仲
旋
同
校
／
「
日
本
詩
紀
巻
之
八
中
山
井
眞
子
眞

同
校
／
「
日
本
詩
紀
巻
之
九
武
蔵
林
興
季
雄
同
校
／
「
日
本
詩
紀

巻
之
十
武
蔵
柏
謙
益
夫
同
校
／
日
本
詩
紀
巻
之
十
一
武
蔵
入
江

寧
子
道
同
校
／
「
日
本
詩
紀
巻
之
十
二
信
濃
繹
鴻
潮
元
儀
同
校
」
。

　
こ
こ
で
い
う
「
同
校
」
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
彙
編
の
「
彙
」
が

「
同
」
で
「
彙
校
」
の
意
味
な
の
か
。
「
彙
校
」
と
ふ
つ
う
の
「
校
」
と

ど
う
使
い
分
け
て
い
る
の
か
。
同
じ
意
味
な
の
か
。
こ
こ
で
は
一
般
の

校
訂
者
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
お
く
（
教
示
を
乞
う
）
。

　
巻
之
一
の
校
者
「
武
蔵
山
昌
永
子
明
」
は
山
村
氏
。
昌
永
は
名
、
子

明
は
字
。
寛
斎
の
妹
が
土
浦
藩
山
村
昌
茂
に
嫁
し
て
生
ん
だ
子
「
山
村

才
助
」
で
寛
斎
の
甥
。
こ
の
こ
ろ
寛
斎
の
若
い
門
人
だ
っ
た
と
い
う
。

の
ち
大
槻
玄
沢
門
下
で
蘭
学
を
学
び
、
『
網
証
采
覧
異
言
』
な
ど
地
理

書
研
究
に
長
じ
、
著
作
に
は
海
外
事
情
の
訳
書
が
多
い
（
『
国
書
人
名

辞
典
』
。
以
下
同
じ
）
。
寛
斎
の
甥
と
し
て
『
日
本
詩
紀
』
の
校
者
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
男
」
と
と
も
に
、
「
姪
（
甥
）
」
が
実
質
校
訂
者

に
な
る
例
は
多
い
。

　
巻
之
二
「
伊
勢
巌
城
換
草
藏
」
。
岩
城
宗
廉
（
号
は
巌
城
）
だ
と
す

れ
ば
、
香
道
と
本
草
（
画
集
）
に
著
が
み
え
る
。
巻
之
三
「
浪
華
新

山
質
休
文
」
（
生
没
年
未
詳
）
、
通
称
は
律
蔵
、
号
は
訥
齋
。
林
述
斎
・

平
沢
旭
山
に
学
び
、
著
作
に
『
蝦
夷
風
土
記
』
ほ
か
が
あ
る
。
父
が
奥

州
生
ま
れ
で
、
寛
斎
の
詩
集
『
寛
齋
摘
草
』
序
に
は
「
仙
台
社
弟
新
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学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
六
号

山
質
」
と
し
て
み
え
る
。
寛
斎
に
師
事
す
る
一
人
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
せ

　
巻
之
四
「
五
瀬
　
平
井
敬
君
敬
」
。
「
五
瀬
」
は
さ
き
と
お
な
じ
く

「
伊
勢
」
、
平
井
君
敬
（
宝
暦
十
二
年
一
七
六
二
～
文
政
三
年
一
八
二
〇
）
、

名
は
業
、
字
は
可
大
・
君
敬
、
通
称
は
直
蔵
、
号
は
澹
所
。
四
日
市
の

山
寄
り
福
村
（
現
、
菰
野
町
）
の
農
の
生
ま
れ
。
関
松
窓
・
平
沢
旭
山

ら
に
学
び
、
寛
斎
と
も
交
際
し
た
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
伊
勢

桑
名
藩
に
招
か
れ
、
桑
名
の
藩
校
進
脩
館
の
開
設
に
尽
力
、
の
ち
藩
校

の
総
督
に
な
っ
た
、
と
い
う
。
農
出
身
の
在
村
文
人
か
ら
藩
儒
に
の
ぼ

っ
た
、
出
世
型
の
漢
学
者
と
い
う
べ
き
人
。
巻
之
五
「
武
蔵
夏
包
嘉

成
美
」
は
、
江
戸
札
差
の
商
家
文
人
「
夏
目
成
美
」
で
、
俳
譜
で
は
一

茶
の
保
護
者
と
し
て
も
著
名
。
巻
之
六
「
武
蔵
島
範
洪
卿
」
は
小
島

洪
卿
（
延
享
三
年
一
七
四
六
～
文
化
六
年
一
八
〇
九
）
。
名
は
範
、
字

は
洪
卿
、
江
戸
蔵
前
の
札
差
「
小
島
屋
」
で
、
書
画
珍
籍
を
多
く
集
め

「
万
巻
楼
」
と
号
し
た
と
も
い
う
。
編
著
に
『
詩
学
韻
海
』
『
兎
園
韻
冊
』

な
ど
が
み
え
る
。

　
巻
之
七
「
仙
壼
源
知
周
仲
旋
」
は
藤
塚
知
周
。
塩
竈
神
社
祠
官
で

代
々
国
学
系
の
神
官
文
人
「
臨
皿
亭
」
藤
塚
知
明
の
子
。
巻
之
八
「
中
山

井
眞
子
眞
」
は
未
詳
。
巻
之
九
「
武
蔵
林
興
季
雄
」
は
「
夏
目
成
美
」

と
お
な
じ
札
差
文
人
ら
し
い
。
巻
之
十
「
武
蔵
　
柏
謙
益
夫
」
は
「
柏

木
如
亭
」
。
名
は
謙
、
字
は
益
美
、
号
は
如
亭
、
幕
府
小
普
請
の
出
と

い
う
。
寛
斎
の
有
力
門
弟
の
一
人
と
し
て
校
者
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
き
の
「
男
」
「
姪
」
と
お
な
じ
く
「
門
人
」
の
校
訂
者
の
例
は
多
い
。

巻
之
十
一
「
武
蔵
入
江
寧
子
道
」
は
租
裸
学
の
入
江
北
海
の
子
。
寛
斎

に
も
師
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
巻
之
十
二
「
信
濃
繹
鴻
潮
元
儀
」
は
真
宗
僧
「
雲
室
」
。
信
州
水
内

郡
飯
山
の
光
達
寺
に
生
れ
、
安
永
年
間
に
江
戸
へ
出
て
宇
佐
美
濡
水
に

学
び
、
林
家
に
も
出
入
し
た
。
の
ち
江
戸
芝
の
光
明
寺
住
職
と
な
る
。

山
水
画
と
漢
詩
に
す
ぐ
れ
、
柏
木
如
亭
ら
と
「
小
不
朽
社
」
と
い
う
詩

画
の
結
社
を
な
し
た
、
と
い
う
。
み
ず
か
ら
の
学
歴
を
回
想
し
た
『
雲

室
随
筆
』
で
、
「
予
…
は
小
左
衛
門
（
市
河
寛
斎
の
こ
と
）
日
本
詩
紀

を
活
板
に
致
れ
け
る
手
伝
に
参
居
け
る
」
と
記
す
。
『
日
本
詩
紀
』
初

版
十
二
巻
本
の
刊
行
や
増
訂
版
の
作
成
を
手
伝
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
日
本
詩
紀
』
十
二
巻
本
の
校
者
は
七
名
が
江
戸
住
。

富
商
も
い
る
が
、
遠
方
も
ふ
く
め
門
人
ら
専
業
の
漢
学
者
が
多
い
。
さ

き
の
仮
説
分
類
で
は
「
①
実
際
に
校
訂
を
お
こ
な
っ
た
者
」
、
実
質
校

訂
者
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

〈
2
＞
『
日
本
詩
紀
』
五
十
二
巻
稿
本
の
現
状
と
「
版
費
手
控
」

　
つ
い
で
寛
斎
は
、
こ
の
十
二
巻
本
を
大
幅
に
増
訂
し
た
。
『
日
本
詩

紀
』
五
十
二
巻
増
訂
本
（
内
閣
文
庫
［
特
冨
9
旨
］
）
で
あ
る
。
冒
頭

の
一
部
の
み
が
版
本
で
、
こ
れ
に
自
筆
稿
本
の
「
木
石
居
」
用
紙
を
つ

な
ぎ
あ
わ
せ
た
形
で
の
こ
る
。
内
閣
文
庫
目
録
は
「
編
者
市
河
寛
斎
、

写
本
市
河
寛
斎
　
5
0
巻
外
集
・
別
集
・
作
者
系
譜
各
1
巻
。
旧
蔵
者
昌

平
坂
学
問
所
　
市
河
寛
斎
手
践
本
、
巻
1
、
2
（
1
2
丁
ま
で
）
は
版
本

を
取
り
合
せ
る
」
と
す
る
。
版
本
の
取
合
せ
を
確
か
め
る
と
、
「
凡
例
」
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第
一
～
三
丁
、
「
総
目
」
は
第
十
七
丁
の
み
、
巻
之
一
は
第
一
～
第
十

二
丁
す
べ
て
版
本
。
巻
之
二
は
第
一
～
十
二
丁
が
版
本
。
第
十
三
丁
か

ら
は
自
筆
稿
本
。
版
本
の
取
合
わ
せ
は
全
二
十
八
丁
と
な
る
。

　
巻
の
冒
頭
は
す
べ
て
「
上
毛
河
世
寧
彙
編
」
と
記
さ
れ
、
校
者
の

記
入
は
な
い
。
版
本
だ
っ
た
部
分
も
、
は
じ
め
か
ら
校
者
な
し
か
、
貼

り
合
わ
せ
で
切
り
取
ら
れ
た
か
、
校
者
は
み
え
な
い
。
大
部
分
は
寛
斎

の
自
筆
ら
し
い
が
、
一
部
の
異
筆
は
、
さ
き
の
雲
室
な
ど
弟
子
が
清
書

に
協
力
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
最
末
尾
原
稿
外
の
後
扉
に
は
、
寛
斎
の
草
稿
類
を
昌
平
盤
に
寄
託
し

た
と
き
の
米
庵
の
添
書
が
の
こ
る
。
「
日
本
詩
紀
、
総
目
一
巻
、
首
集

四
巻
、
甲
集
二
巻
、
乙
集
六
巻
、
丙
集
三
十
五
巻
、
丁
集
十
六
巻
。
外

集
一
巻
。
通
計
五
十
二
巻
。
先
君
蜴
一
生
精
カ
所
纂
。
但
巻
峡
浩
溝
未

能
遽
上
策
。
家
存
亦
不
保
無
祝
融
之
虞
。
因
以
稿
本
寄
藏
之
昌
平
文
庫
。

文
政
四
年
辛
巳
冬
十
月
男
三
亥
謹
記
」
と
記
す
。

　
こ
の
五
十
二
巻
増
訂
本
に
つ
い
て
寛
斎
は
、
出
版
の
た
め
出
版
費
負

担
の
協
力
者
を
募
っ
た
ら
し
い
。
市
河
三
陽
『
市
河
寛
斎
先
生
』
は
、

「
こ
の
書
の
上
木
に
際
し
門
人
知
友
の
寄
附
を
乞
ひ
て
刻
費
に
充
て
ん

と
欲
し
そ
の
募
疏
の
文
あ
り
た
る
如
き
も
今
見
る
べ
か
ら
ず
唯
先
生
自

筆
の
紙
片
次
の
如
き
も
の
を
存
す
る
の
み
」
と
し
て
、
紙
片
内
容
（
仮

称
「
版
費
手
控
」
。
の
ち
関
東
大
震
災
で
焼
失
と
い
う
）
を
全
文
引
用

す
る
。
そ
こ
に
は
、
地
方
の
国
名
・
地
名
肩
書
を
も
つ
も
の
が
か
な
り

の
数
で
み
え
る
。
寛
斎
一
門
に
縁
の
ふ
か
い
地
方
文
人
が
、
版
費
負
担

者
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
以
下
の
と
お
り
ω
。

　
「
日
本
詩
紀
五
十
三
巻
　
丁
数
　
計
八
百
三
十
六
丁
／
首
巻
廿
一

丁
寛
齋
／
第
一
巻
十
一
丁
池
桐
孫
／
第
二
巻
十
三
丁
島
徽
／
第
三

巻
十
三
丁
大
窪
行
／
第
四
巻
二
十
二
丁
三
亥
／
第
五
巻
十
一
丁
松

則
武
／
第
六
巻
十
七
丁
井
文
房
／
第
七
巻
十
五
丁
宮
澤
達
／
第
八

巻
十
八
丁
／
／
第
九
巻
十
五
丁
下
総
戸
須
丹
敬
／
第
十
巻
十
二
丁

島
箔
／
第
十
一
巻
十
三
丁
白
石
啓
字
子
簡
禰
清
助
号
松
洲
／
第
十

二
巻
十
八
丁
／
第
十
三
巻
十
八
丁
／
第
十
四
巻
十
六
丁
北
越
大
井

平
保
坂
甚
左
衛
門
／
第
十
五
巻
十
八
丁
／
第
十
六
巻
十
六
丁
北
越

大
井
平
保
坂
俊
助
／
第
十
七
巻
廿
三
丁
　
（
上
州
）
佐
波
淡
齋
／
第
十

八
巻
十
四
丁
信
州
中
野
高
魯
／
第
十
九
巻
廿
一
丁
／
第
二
十
巻
廿

丁
信
州
上
田
土
屋
光
潔
儀
兵
衛
／
第
廿
一
巻
九
丁
池
桐
孫
／
第
廿

二
巻
十
四
丁
善
光
寺
柄
澤
照
方
／
第
廿
三
巻
十
⊥
ハ
丁
下
仁
田
／
第

十
四
巻
十
三
丁
池
桐
孫
／
第
廿
五
巻
十
五
丁
越
後
水
原
小
田
島
小

青
／
第
廿
六
巻
十
五
丁
三
浦
九
折
／
第
廿
七
巻
十
七
丁
／
第
廿
八
巻

十
六
丁
三
浦
／
第
廿
九
巻
十
九
丁
／
第
三
十
巻
十
七
丁
／
第
計
一
巻

十
四
丁
須
田
景
勤
／
第
計
二
巻
十
二
丁
島
箔
／
第
計
三
巻
十
七

丁
／
第
計
四
巻
十
六
丁
大
江
自
芳
／
第
計
五
巻
廿
二
丁
／
第
計
六
巻

十
丁
木
壽
／
第
計
七
巻
十
一
丁
信
州
岩
村
田
森
泉
尚
平
名
疎
筍
字

畑
雨
／
第
計
八
巻
廿
一
丁
／
第
計
九
巻
十
五
丁
／
第
四
十
巻
十
四
丁

信
州
岩
村
田
渡
邊
民
次
郎
名
碧
字
狩
峯
／
第
四
十
一
巻
廿
四
丁
佐
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学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
六
号

羽
淡
齋
／
第
四
十
二
巻
十
四
丁
越
後
新
潟
佐
野
和
七
／
第
四
十
三
巻

十
五
丁
同
燕
神
保
佐
（
五
脱
ヵ
）
右
衛
門
／
第
四
十
四
巻
十
丁
大
窪

行
／
第
四
十
五
巻
九
丁
信
州
小
諸
池
田
寛
藏
／
第
四
十
六
巻
廿
三

丁
同
上
田
柏
鎧
／
第
四
十
七
巻
十
二
丁
信
州
野
沢
並
木
七
左
衛
門

名
粋
字
純
夫
／
第
四
十
入
巻
十
九
丁
同
並
木
普
右
衛
門
名
政
字
寛

叔
／
第
四
十
九
巻
十
七
丁
同
並
木
甚
右
衛
門
名
良
字
求
夫
／
第
五

十
巻
十
七
丁
同
金
子
周
平
名
成
字
岩
平
／
外
集
一
巻
十
三
丁
／
別

集
一
巻
十
五
丁
」
（
傍
点
部
は
後
述
）
。

　
ま
ず
一
～
七
巻
ま
で
は
、
地
名
肩
書
が
な
い
。
寛
斎
に
も
っ
と
も
身

近
な
嫡
子
や
高
弟
ら
で
、
多
く
は
江
戸
の
人
。
九
巻
目
か
ら
は
、
と
び

と
び
に
地
方
の
地
名
・
国
名
肩
書
を
も
つ
も
の
が
ふ
え
る
。

　
し
か
し
実
際
の
出
版
は
さ
き
の
冒
頭
二
十
八
丁
分
の
み
で
あ
る
か

ら
、
こ
こ
に
み
え
る
地
名
・
人
名
は
、
版
費
予
定
者
で
あ
る
。
し
か
も

全
巻
で
は
な
く
総
数
五
二
巻
中
三
八
巻
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
大

き
な
編
著
の
ば
あ
い
、
全
巻
そ
ろ
っ
て
版
費
提
供
者
で
う
ま
る
こ
と
は

少
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
出
版
さ
れ
た
冒
頭
二
十
八
丁
も
、

自
筆
稿
本
に
切
り
貼
り
さ
れ
て
い
て
原
形
は
わ
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
版
費
予
定
者
が
ど
う
い
う
形
式
で
「
校
者
」
に
記
さ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
か
も
、
不
明
で
あ
る
。

　
地
名
・
国
名
肩
書
を
つ
け
た
地
方
出
身
者
の
人
数
を
整
理
す
る
と
、

「
信
州
　
1
1
、
越
後
　
7
、
上
州
　
3
、
下
総
　
1
」
と
な
る
。
こ
れ

ら
各
地
域
の
各
人
の
実
態
を
み
た
い
が
、
紙
数
の
制
約
上
こ
こ
で
は
、

信
州
か
ら
「
第
十
八
巻
十
四
丁
信
州
中
野
高
魯
」
と
「
第
四
十
七
巻

信
州
野
沢
並
木
七
左
衛
門
」
だ
け
と
り
あ
げ
よ
う
。

〈
3
＞
『
日
本
詩
紀
』
五
十
二
巻
稿
本
「
版
費
予
定
者
」
の
実
態

　
　
　
　
　
－
信
州
中
野
・
野
沢
の
在
村
文
人
た
ち
ー

　
ま
ず
「
第
十
八
巻
　
十
四
丁
　
信
州
中
野
　
高
魯
」
。
「
高
魯
」
は
高

梨
氏
で
戦
国
期
の
旧
地
侍
層
。
上
杉
方
に
つ
い
て
領
地
開
発
も
す
す
め

た
が
、
武
田
氏
侵
攻
で
越
後
に
落
ち
、
武
田
滅
亡
後
に
帰
郷
す
る
な
ど

盛
衰
は
げ
し
か
っ
た
。
関
ヶ
原
戦
の
あ
と
地
侍
層
家
臣
も
直
系
は
上
杉

氏
と
と
も
に
奥
州
へ
移
り
、
傍
系
の
多
く
が
土
着
し
た
。
他
地
域
の
旧

地
侍
層
と
お
な
じ
く
、
初
期
在
村
文
化
の
担
い
手
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
一
世
紀
以
上
を
へ
た
子
孫
の
一
人
が
、
「
信
州
中
野
　
高

魯
」
で
あ
っ
た
。

　
遺
稿
集
が
亀
田
鵬
齋
序
『
紅
葉
遺
詩
』
文
政
九
年
刊
（
国
会
図
書
館
）

で
の
こ
り
、
編
者
「
信
州
松
齋
山
田
静
」
が
小
伝
を
記
す
。
「
高
魯
」

高
梨
氏
、
号
は
聖
誕
。
「
聖
誕
、
名
魯
。
信
濃
人
。
高
梨
氏
。
自
ら
書

室
に
扁
し
て
紅
葉
庵
と
日
う
」
と
記
す
。
「
嘗
て
詩
学
を
柏
如
翁
に
問

う
」
て
お
り
、
「
其
の
詩
は
斬
新
流
麗
」
と
評
さ
れ
た
。
生
き
方
は

　
　
　
へ
つ

「
権
豪
に
詔
ら
わ
ず
、
寒
士
を
軽
ん
ぜ
ず
」
、
多
く
の
文
人
と
差
別
な
く

交
際
し
た
。
私
塾
も
ひ
ら
い
て
い
た
が
、
「
教
授
以
て
薄
饒
を
給
し
家

に
推
石
無
く
も
、
毫
も
意
に
介
さ
ず
」
と
い
う
生
活
ぶ
り
。
「
身
を
草

盧
の
中
に
居
す
と
も
、
名
は
百
里
の
外
に
駒
せ
る
」
の
で
、
地
域
で
は

「
皆
聖
誕
を
推
し
て
信
中
作
家
の
翅
楚
」
と
み
て
い
た
。
詩
作
は
数
百

一32一



首
に
の
ぼ
る
が
、
手
元
に
「
今
存
す
る
所
僅
々
若
干
首
」
、
こ
れ
を

「
哀
繕
し
て
木
に
上
げ
、
以
て
同
志
に
胎
る
」
べ
く
こ
の
遺
稿
集
を
編

ん
だ
、
な
ど
と
記
す
。

　
老
齢
で
疾
寝
す
る
鵬
齋
か
ら
送
ら
れ
た
序
を
、
隷
書
体
で
代
書
し
な

お
し
た
「
信
濃
　
梅
堂
山
岸
蘭
腸
」
は
、
高
魯
と
鵬
齋
と
の
出
会
い
に

つ
い
て
、
「
文
化
己
巳
（
六
年
）
之
歳
鵬
齋
先
生
北
游
し
て
信
中
に
抵
す
、

中
野
の
詩
人
高
聖
誕
、
詩
を
懐
に
し
て
蟄
謁
す
」
と
記
す
。
北
越
へ
の

道
す
が
ら
中
野
に
泊
し
た
鵬
齋
に
、
詩
と
礼
物
を
も
っ
て
い
き
な
り
会

い
に
い
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
を
書
し
た
梅
堂
山
岸
蘭
腸
も
、
文
政
十
年

『
蠕
阯
諸
家
人
名
録
』
に
「
書
・
俳
徊
・
業
医
、
梅
堂
、
自
芳
、
蘭
膓
、

　
　
　
　
　
　
　
　

信
中
野
、
山
軒
魯
庵
」
と
し
て
、
「
書
・
排
徊
・
業
医
、
名
示
備
、
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
崖
、
号
程
々
篭
、
同
中
野
、
山
肝
清
左
衛
門
」
と
並
ん
で
み
え
る
。

と
も
に
中
野
村
の
在
村
医
だ
っ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
こ
れ
ら
中
野
村
の
文
人
に
は
、
寛
斎
門
人
と
さ
れ
る
「
木
舗
百
年
」

は
じ
め
、
寛
斎
一
門
と
縁
深
い
も
の
が
多
い
。
校
訂
者
に
な
っ
た
り
、

版
費
を
提
供
し
た
り
、
訪
れ
る
た
び
に
長
逗
留
さ
せ
た
り
し
て
い
る
。

『
如
亭
山
人
遺
藁
』
（
文
政
三
蹟
）
に
は
、
巻
末
校
者
と
し
て
「
巻
一

　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

門
人
木
壽
百
年
校
字
」
・
「
巻
二
　
門
人
高
魯
聖
誕
校
字
」
が
み
え

る
（
ほ
か
「
巻
三
　
門
人
楠
正
幹
槙
夫
」
）
。
文
化
四
丁
卯
序
『
采
風
集
』

に
も
「
巻
一
信
濃
木
壽
百
年
／
伊
賀
藤
堂
良
道
子
基
同
校
」
と
し

て
み
え
る
。
⑰

　
「
米
庵
」
三
亥
が
寛
政
八
年
、
一
七
歳
で
上
信
遊
歴
に
出
さ
れ
て
訪

れ
た
と
き
も
、
ち
ょ
う
ど
柏
木
如
亭
（
永
日
）
が
中
野
門
人
宅
に
長
逗

留
中
で
、
「
毛
信
遊
草
」
に
「
（
八
月
）
十
一
日
中
野
に
永
日
（
如
亭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　

ヘ
マ
マ
へ

字
）
を
訪
ふ
。
…
ま
た
長
蘭
腸
を
訪
ふ
。
…
夜
高
聖
誕
・
鎭
濫
膓
來
訪

す
。
み
な
永
日
の
門
人
な
り
。
…
十
三
日
諸
人
と
共
に
木
百
年
を
蓮
村

に
訪
ふ
」
な
ど
、
交
流
を
ふ
か
め
て
い
る
よ
う
す
が
み
え
る
。
q
3

　
柏
木
如
亭
は
、
中
野
の
詩
社
「
晩
晴
吟
社
」
を
指
導
し
た
が
、
そ
の

中
心
の
一
人
に
「
山
田
松
齋
」
が
い
た
。
山
田
家
は
代
々
の
地
域
頂
点

に
た
つ
地
主
文
人
。
山
田
正
子
『
信
濃
文
人
の
旅
』
に
よ
れ
ば
、
旧
地

侍
系
開
発
地
主
で
質
地
地
主
、
文
化
末
年
持
高
「
十
二
ヵ
村
七
五
二
石
」

と
い
う
。
ω
　
文
化
六
年
に
亀
田
鵬
齋
が
上
信
越
の
遊
歴
で
訪
れ
た
と

き
、
初
対
面
で
松
齋
の
「
琴
」
ま
で
奏
で
る
文
人
ぶ
り
に
感
嘆
し
た
と

い
う
。
松
齋
は
以
後
長
年
に
わ
た
り
師
弟
の
礼
を
と
り
つ
づ
け
、
鵬
齋

著
作
の
版
費
を
援
助
し
た
。

　
文
政
五
年
に
は
、
鵬
齋
『
黍
稜
稲
梁
辮
』
第
二
版
「
再
刻
」
を
刊
行

し
た
。
文
政
六
年
に
は
、
鵬
齋
『
国
字
孜
』
を
、
み
ず
か
ら
の
駿
「
文

政
癸
未
冬
十
月
門
人
信
濃
松
齋
山
静
謹
識
」
を
つ
け
て
自
家
蔵
版

「
寳
善
堂
蔵
」
で
刊
行
し
た
。
文
政
九
年
に
は
鵬
齋
『
国
字
放
』
を
補

訂
す
る
自
著
『
国
字
孜
補
遺
』
も
刊
行
、
お
な
じ
く
鵬
齋
『
黍
稜
稲
梁

辮
』
を
補
訂
す
る
自
著
『
経
典
穀
名
考
』
は
、
二
度
に
わ
た
り
刊
行
し

て
い
る
。
初
版
は
上
下
二
巻
、
第
二
版
は
第
一
～
第
三
巻
で
頼
山
陽
文

政
十
一
年
序
。
と
も
に
明
徐
光
啓
『
農
政
全
書
』
穀
之
部
を
併
載
す
る
。

内
容
は
文
字
・
語
彙
の
研
究
で
実
践
的
な
農
書
で
は
な
い
が
、
旅
日
記
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学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
六
号

に
は
、
農
具
や
作
柄
に
つ
よ
い
関
心
を
も
つ
記
述
を
の
こ
す
。
実
践
型

文
人
の
面
も
つ
よ
か
っ
た
ら
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
日
本
詩
紀
』
の
版
費
予
定
者
「
第
十
八
巻
　
信
州

中
野
　
高
魯
」
と
そ
の
周
辺
で
は
、
中
央
文
人
の
版
費
負
担
も
ふ
く
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
が
、
日
常
的
に
は
ば
ひ
ろ
く
展
開
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
在
村
に
お
け
る
中
央
文
人
の
版
費
負
担
の
動
き
は
、
「
第

四
十
一
巻
廿
四
丁
佐
羽
淡
齋
」
（
別
稿
）
な
ど
も
ふ
く
め
、
在
村
文
化

の
重
要
な
一
要
素
と
し
て
、
改
め
て
位
置
づ
け
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
高
魯
」
高
梨
氏
は
、
遺
稿
集
の
「
序
」
・

「
書
」
・
「
伝
」
に
、
江
戸
文
人
と
信
州
文
人
そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
級
を

そ
ろ
え
る
よ
う
な
頂
点
的
な
在
村
文
人
で
あ
り
、
『
日
本
詩
記
』
版
費

予
定
者
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
価
。

　
つ
い
で
「
第
四
十
七
巻
　
十
二
丁
信
州
野
沢
並
木
七
左
衛
門
名
粋

字
純
夫
」
を
み
よ
う
。
並
木
七
左
衛
門
（
天
明
五
年
一
七
八
五
～
嘉
永

五
年
一
八
五
二
）
、
号
は
万
梅
・
梅
の
舎
、
和
歌
・
国
学
で
活
動
し
た
。

天
保
飢
謹
で
多
く
の
金
穀
を
放
出
し
、
岩
村
田
藩
か
ら
褒
賞
さ
れ
た
と

い
う
村
役
人
～
豪
農
商
層
。
歌
学
を
香
川
景
樹
、
国
学
を
前
田
夏
蔭
に

ま
な
び
、
夫
妻
で
香
川
門
下
だ
っ
た
と
い
う
。
馬
術
、
謡
曲
も
た
し
な

み
、
亀
田
鵬
斎
は
じ
め
江
戸
文
人
と
も
ひ
ろ
く
交
際
し
た
。
o
。
　
鵬
斎

北
遊
（
文
化
六
年
）
の
と
き
に
も
長
逗
留
さ
せ
た
、
と
い
う
。

　
野
沢
は
、
岩
村
田
と
と
も
に
佐
久
平
の
中
心
拠
点
の
一
つ
。
近
世
前

期
か
ら
在
村
文
化
の
さ
か
ん
な
地
で
、
さ
き
の
信
州
中
野
の
山
田
松
齋

に
と
っ
て
も
親
し
い
地
で
あ
っ
た
。
文
政
六
年
、
鵬
齋
七
十
二
歳
賀
宴

に
参
加
す
る
べ
く
孫
を
連
れ
て
江
戸
に
出
た
松
齋
は
、
さ
き
の
鵬
齋

『
国
字
孜
』
の
版
費
や
版
下
の
手
配
な
ど
も
す
ま
せ
た
そ
の
帰
り
道
、

碓
氷
峠
か
ら
佐
久
郡
へ
遠
回
り
し
て
「
芝
池
殿
」
・
「
七
左
衛
門
殿
」

な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。
㈲
　
版
費
校
者
に
な
る
よ
う
な
地
方
有
力
の
在

村
文
人
た
ち
は
、
日
常
的
に
も
た
が
い
に
つ
よ
く
む
す
ば
れ
な
が
ら
活

動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
詩
紀
』
の
版
費
予
定
者
は
、
こ
れ
ら
相
互
に
つ
な
が
り
な
が

ら
展
開
す
る
在
村
文
化
の
諸
活
動
の
一
環
と
し
て
、
弟
子
筋
の
多
い
上

州
・
越
後
・
信
州
な
ど
に
集
中
し
て
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
に
、
寛
斎
一
門
と
の
師
弟
関
係
が
つ
よ
い
地
域
に
版
費
負

担
者
の
肩
書
地
名
が
集
中
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
前
提
に
は
、
さ
き
の

信
州
中
野
・
野
沢
と
お
な
じ
く
、
ひ
ろ
く
江
戸
中
央
文
人
を
ひ
き
つ
け

る
だ
け
の
さ
か
ん
な
文
化
活
動
と
、
そ
れ
を
さ
さ
え
る
活
発
な
商
品
生

産
～
商
品
流
通
、
経
済
活
動
が
あ
っ
た
。
「
信
州
1
1
」
の
他
の
地
名
や

「
越
後
7
」
・
「
上
州
3
」
な
ど
は
別
稿
と
す
る
が
、
ど
の
地
域
で
も
、

富
裕
で
漢
詩
文
の
素
養
も
高
い
も
の
が
、
版
費
予
定
者
に
登
場
し
て
い

る
。

　
　
『
全
唐
詩
逸
』
の
版
費
校
者
、
上
州
箕
輪
村
「
下
田
衡
」
や
五
瀬
の

「
池
桐
孫
」
と
そ
の
「
同
社
」
の
よ
う
な
存
在
は
、
在
村
文
化
の
諸
活

動
の
一
環
と
し
て
も
、
一
定
度
ひ
ろ
く
存
在
し
う
る
も
の
、
と
結
論
す
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る
こ
と
が
で
き
る
。

　
紙
数
の
都
合
上
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
版
費
校
者
の
実
態
を
省
略
し
た

上
、
本
論
と
な
る
べ
き
『
全
唐
詩
逸
』
出
版
か
ら
長
崎
渡
清
に
い
た
る

経
過
は
、
全
部
省
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
「
後
述
」
と
し
た
多
く
の

部
分
も
「
別
稿
」
に
改
め
た
。

　
本
稿
は
、
主
題
の
い
わ
ば
序
説
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
『
全
唐
詩
逸
』

出
版
・
渡
清
と
い
う
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
一
文
化
事
件
に
、
「
版
費
校

者
」
と
し
て
在
村
文
人
～
在
村
文
化
が
ふ
か
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
、
そ
の
実
態
も
ふ
く
め
最
小
限
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

付
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
三
年
度
学
習
院
女
子
大
学
日
本
文
化
学
科
の

後
期
科
目
「
日
本
文
化
交
流
史
H
〈
東
ア
ジ
ア
〉
」
の
最
後
3
回
分
、

第
五
講
の
前
半
部
を
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
～
四
講
も
ふ
く

め
授
業
の
中
身
に
素
直
か
つ
鋭
敏
に
反
応
し
た
学
生
（
ア
ジ
ア
留
学

生
も
ふ
く
む
）
諸
嬢
に
謝
意
を
表
す
る
。
　
（
二
〇
〇
三
・
一
二
・
一

八
）

注ω
江
戸
版
『
全
唐
詩
逸
』
の
蔵
版
元
に
つ
い
て
、
活
字
版
『
日
本
詩
話
叢
書
』
（
大

　
正
九
年
）
の
解
題
が
（
）
付
き
で
「
文
化
紀
元
春
三
月
発
免
江
湖
社
蔵
版
」

　
と
記
す
が
、
内
閣
文
庫
ほ
か
の
文
化
元
年
版
本
に
み
え
な
い
。
早
大
所
蔵
本
に

　
見
返
し
の
蔵
版
の
欄
が
空
白
の
一
本
が
あ
る
。
こ
こ
に
「
江
湖
社
蔵
版
」
と
入

　
れ
た
別
版
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
教
示
を
乞
い
た
い
。
文
政
版
は
早
大
所

　
蔵
本
に
「
醗
離
知
不
足
齋
本
　
小
山
林
堂
蔵
版
」
と
あ
る
。
小
山
林
堂
は
米
庵

　
の
書
塾
の
呼
称
。
米
庵
の
蔵
版
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

②
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
揖
斐
高

③
揖
斐
高
前
掲
書

ω
『
上
杉
家
文
書
』

㈲
『
群
書
類
従
』

㈲
『
関
東
諸
家
人
名
録
』
の
記
す
「
聞
人
」
は
、
各
種
の
人
名
録
に
し
き
り
に
あ
ら

　
わ
れ
る
。
「
文
人
」
の
語
は
使
っ
て
い
な
い
。
同
じ
音
「
ぶ
ん
じ
ん
」
で
、
今
で

　
言
う
文
人
を
「
聞
人
」
と
記
し
た
の
で
は
な
い
か
（
教
示
を
乞
う
）
。

ω
「
孔
子
家
語
」
は
偽
書
と
さ
れ
る
が
、
在
村
独
学
者
と
し
て
原
典
に
か
え
っ
て
朱

　
子
学
・
古
学
な
ど
を
批
判
す
る
研
究
を
す
す
め
て
い
る
芝
渓
は
重
視
し
た
。
研

　
究
成
果
は
稿
本
『
弁
学
遼
東
琢
』
と
し
て
遺
さ
れ
る
（
拙
稿
「
吉
田
芝
渓
の
開

　
荒
活
動
と
朱
子
学
批
判
の
思
想
」
一
九
九
二
早
実
研
究
紀
要
2
6
号
、
の
ち
拙
著

　
『
近
世
の
地
域
と
在
村
文
化
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
こ

圖
市
河
三
陽
『
市
河
米
庵
伝
』
「
東
洋
文
化
」
］
七
一
～
　
八
五
昭
和
一
四
～
一
五

　
年
所
収

⑨
注
8
に
お
な
じ
。

ゆ
『
四
日
市
市
史
』
所
収

ズー1

s
河
三
陽
「
市
河
寛
斎
先
生
』
所
収

蹴
『
詩
集
日
本
漢
詩
』
七
・
八
巻

　13

s
河
三
陽
前
掲
書
所
引
。
「
鎮
濫
膓
」
は
鎮
目
氏
か
。

メー4

ｴ
鳳
書
房
二
〇
〇
一
。

麟
「
高
魯
」
高
梨
氏
に
つ
い
て
は
異
同
が
あ
る
・
『
長
野
県
歴
史
人
名
辞
典
』
な
ど

く
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
は
「
畔
上
聖
誕
中
野
の
人
、
名
は
魯
、
通
称
逸
作
…
」
と
す
る
。
「
畔
上
」
氏
は
。

　
上
杉
氏
に
臣
従
し
た
地
侍
「
高
梨
氏
」
の
陪
臣
の
家
だ
と
い
う
（
角
川
『
家
系

　
事
典
』
）
。
な
ぜ
異
同
が
生
じ
た
か
、
事
実
は
ど
う
な
の
か
。
教
示
を
乞
う
。

瑚
『
南
佐
久
郡
誌
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17

R
田
正
子
、
1
4
前
掲
書

（
本
学
非
常
勤
講
師
）
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付表
題 者 巻

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1809文化6序・1809文化7序 初編巻之一 常陸詩佛大窪行天民著 上毛淡齋佐羽芳蘭卿校 ナシ A

詩聖堂詩集 大窪詩佛 ～1809文化践（1834天保5求版） ～巻之十 常陸詩佛大窪行天民薯 上毛淡齋佐羽芳蘭卿校 ナシ

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1827文政10序・1828文政11序 二編巻之一 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊厘／江戸辻元秘糀　／校 男　謙　　覆校 B

詩聖堂詩集 大窪詩佛 二編巻之二 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊厘／加賀韓弼西皐　　／校 男　謙　　覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1 二編巻之三 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊圧／伊勢邨田明水羅　／校 男　鎌　　覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1 二編巻之四 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊圧／加賀野邨　平空　／校 姪　碓井歎覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 二編巻之五 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊厘／甲斐広瀬謙保篭　／校 男　謙　　覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1 二編巻之六 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊厘／江戸伊藤孝誼半村／校 姪　碓井歎覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 二編巻之七 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊厘／紀伊垣内定　琴　／校 門人田耕　覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 二編巻之八 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊厘／加賀白崎曄翠屏　／校 姪　碓井歎覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 「 二編巻之九 秋田大窪行詩佛薯 秋田岡部英菊厘／甲斐大森欽　篭　／校 男　謙　　覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 i 二編巻之十 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊厘／越後室高詩痩　　／校 姪　碓井歓覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1 二編巻之十一 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊厘／越後渡邉原松春　／校 男　謙　　覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1 二編巻之十二 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊圧／越中長矧建浩齋　／校 門人田耕　覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1831天保2発免 二編巻之十三 秋田大窪行詩佛著 秋田岡部英菊厘／長門八木郭橘里　／校 男　謙　　覆校

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1835・38天保6・8序 三編巻之一 秋田詩佛大窪行天民著 江戸廉齋木村弘伯毅校 ナシ C

詩聖堂詩集 大窪詩佛 三編巻之二 秋田詩佛大窪行天民著 男謙自牧　　　校 ナシ

詩聖堂詩集 大窪詩佛 三編巻之三 秋田詩佛大窪行天民著 江戸姪碓井激青堂　校 ナシ

詩聖堂詩集 大窪詩佛 三編巻之四 秋田詩佛大窪行天民著 江戸静一三上恒九如校 ナシ

詩聖堂詩集 大窪詩佛 三編巻之五 秋田詩佛大窪行天民著 江戸錦園天野紹九成校 ナシ

詩聖堂詩集 大窪詩佛 三編巻之六 秋田詩佛大窪行天民著 秋田竹香石黒友子古校 ナシ

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1 三編巻之七 秋田詩佛大窪行天民著 江戸晴諏巌田澄秋月校 ナシ

詩聖堂詩集 大窪詩佛 三編巻之八 秋田詩佛大窪行天民著 加賀空翠野邨　平　校 ナシ

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1 三編巻之九 秋田詩佛大窪行天民著 秋田蘭泉宇野穀公實校 ナシ

詩聖堂詩集 大窪詩佛 1838天保9発免 三編巻之十 秋田詩佛大窪行天民著 三河啄峰稗成實　　校 ナシ

表は、諸原本・『詞華集日本漢詩』・『詩集日本漢詩』ほかから筆者作成中の「校者データベース」から抜粋した。編著者・校者など同一データも、煩雑だがそのまま記した。

如〉ト黙　罵識　憶汁・担卦藩蟷緑


